
 

 

  

  
  

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 先週行われた南楠祭はとても盛り上がり、充実した２日間になりましたね。 

図書館でも、２回目の特別企画を開催しました。今回は、兵庫県立図書館の先生から和装本のしくみにつ

いて学び、和綴じという日本古来の伝統技法を用いて本を作りました。完成させるのは容易ではありま

せんでしたが、和紙と絹の糸で作った本はとても素敵な仕上がりになりました。 

第７２回青少年読書感想文コンクールに応募しよう 

  
  

第２回図書館特別企画「和綴じノート（ミニ本）づくり」 

 

 

図書だより   
県立加古川南高等学校図書館 

202６年６月号 
 

〈対象図書〉 ①自由図書②課題図書のどちらかを選んで感想文を書いてください。 

① 自由図書  自由に選んだ図書 ㊟対象外の図書もあります。応募要項で確認してください。 

② 課題図書  R８年度課題図書  以下の３冊です。加古川南高校図書館で借りることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も読書感想文を募集します。今年こそはやってみよう！と思う人は、ぜひ書いてくださいね。 

自分にもきっと新しい

可能性がある。 

運動が苦手なキャプテ

ンと骨折したエース。 

ふたりの絆が奇跡を起

こす、青春バスケ小説。 

１９７０年代のオック

スフォード。 

古い家におおおばと暮

らすクレアは、物置で見

つけた異国の楯をきっ

かけに、奇妙な夢を見る

ように……。 

『スウィッシュ』  藤ノ木優 著     

徳間書店出版 

『平和のうぶごえ「原爆の子」として生

きた８０年』 早志百合子 著 

世界中で読み継がれる、

広島の原爆少年少女の

体験手記『原爆の子』。 

最晩年を迎えたその執筆

者らがいま 

伝えたいこと。 

（感想）難しい作業で完成できず悔しい思いをした人もいますが、経験できて「楽しかった！」という感想

がほとんどでした。講師の先生のご指導のもと、楽しいひと時を過ごせたことに感謝します。 

・普段ではできないような貴重な体験ができたのでよかった。次回も参加します。 

・日本の文化に触れられたことが楽しかったです。 

・初めて作る和綴じノートでたくさん知識を得られたので楽しかったです。昔の人がどんな風に作

っていたのかを少しだけでも知ることができ、更に歴史に興味を持つこともできました。 

・今の本とは違う昔の日本独特の本を初めて生で見て、作ることができて、とても楽しかったです。

来年もお願いします。 

・最初は順調だったけど、糸を使いだしたあたりからすごく雲行きが怪しくなってやっぱり不器用

だと思いました。昔の人たちはこれを一からしていたのだからすごいと思いました。 

・やったことのないことだったので行き詰りまくっていましたが、完成させるまでが楽しかったの

で、家でもやってみたいと思いました。 

・こんな文化的なものをやっていただけて本当に楽しかったです。またこんなイベントがあったら

ぜひ参加して楽しみたいです。ありがとうございました。 

・ノートにも昔から伝わる伝統技術があると知れて嬉しかったです。貴重な体験が友達と先生と体

験できてとても楽しかったです。失敗してしまったところもまた     リベンジしたいです。

協力してくださった皆さん、ありがとうございました。          など。 

 

６月１７日（水）放課後に、図書室で和綴じ体験をしました。参加者３５名でノートづくりに

チャレンジ！それぞれ好きな柄の和紙と糸を選び、助け合いながら完成を目指しました。 

糸を通すところが、一番難しいっ！ 

出来上がりです！ 

図書室の

コーナー

を紹介し

ます！ 映画化、ドラマ化、

アニメ化された作品 

文学作品をマン

ガで読もう！ 

 

新着図書コーナー 

苦戦したけれど、いい思い出になりました！ 

図書委員おすす

め本コーナー 

お知らせ 

・夏休み前に、新しい本がたくさん入って

きます！（入口正面が新着コーナーです） 

・７月に新潮社発行「高校生に読んでほし

い５０冊」をひとり一冊配布します！ 

・７月からポイントカードを発行します！ 

何を読もうか迷

っている人に 

おすすめです！ 

本物を見せていただきました 

本屋大賞、芥川賞、

直木賞受賞作品 

『ﾉｱﾊﾑ・ｶﾞｰﾃﾞﾝｽﾞの家』  

ﾍﾟﾈﾛﾋﾟ・ﾗｲﾌﾞﾘｰ著 佐藤倫子訳 ゴブリン書房 

 

〈提出する作品の形式〉 
 

・400字詰め原稿用紙4枚半～５枚以内（厳守）。

一行目から本文を書く。 

（氏名や題名は、応募票に記入する。） 

・縦書き自筆（コピー不可）。 

・句点、読点は１字に数える。 
 

※詳しいことは応募用紙に載せます。 

応募希望者は、７月に入ってから応募用紙を図書館に

取りに来てください。 (応募用紙配布は、７月１７日まで) 

 

 

 


